
Ⅰ．はじめに

　九州地域では，樹高，胸高直径に関して，精英樹ごとの成長量
は変動するが，成長の良いスギはいずれの地域でも良い成長を示
す傾向にあること（倉本ほか，２００８），ヤング率は，遺伝的要因
に大きく支配されていること（藤澤，２００４）が報告されている。
これらのことは，優れたスギクローン品種を開発すれば，九州地
域では概ねどのような場所でも，これまでの品種に比べ優れた収
穫が得られることを示唆する結果である。一方，実際の収穫の目
安となる材積量に関わる樹幹形については，幼齢時段階で環境要
因と同様に遺伝的要因に強く影響を受けるとの報告（矢幡ほか，
１９８７）はあるが，実際の収穫時に到達した壮齢時の樹幹形に関す
る報告の事例は少ない。
　樹幹型は，収穫時の採材率に影響し，同一の植栽面積や蓄積の
林分であっても，その良否で，大きく収穫量が異なると考えられ，
林業経営上重要な形質である。そのため，成長や材質といった形
質に加え，収穫時期における樹幹形についても環境の差によって
大きく変動しない，すなわち遺伝的要因に基づくのか検証するこ
とは重要であると考える。
　そこで本報告では，地域差検定林のスギ精英樹を対象に，①樹
幹形による収穫量（採材できる玉数）は精英樹ごとに異なるのか，
②その形質は遺伝的要因に基づくものなのか検証した。

Ⅱ．材料と方法

１．材料および調査地
　今回調査を行った地域差検定林は，大分県玖珠町の玖珠署スギ
２種第一試験地（以下，玖珠），宮崎県小林市の九熊第２１号第三
試験地（以下，小林Ａ），小林署スギ２種第三試験地（以下，小
林Ｂ）である。いずれも，植栽されている精英樹は１２クローンで，
植栽面積０．７２ha，植栽本数１，８００本（１５０本×１２クローン），１ク
ローン当たり５０本（５×１０本）ずつの３反復となっている。
　調査は，玖珠で３ブロック，小林Ａと小林Ｂでは２ブロックず

つ行い，１ブロック，１クローンにつき３ラメートずつを供試材料
とした（表－１）。

２．調査方法
　調査内容は胸高直径，８ｍ及び１２ｍの高さの直径，樹高である。
なお，８ｍ及び１２ｍの高さの直径は，伐倒による調査ではなく，
CRITERION RD１０００（イスラエル国，レーザーテクノロジー社
製，以下，クライテリオン）を用いて行い，１個体当たり１方向
より測定した。
　これら調査結果から８ｍ及び１２ｍの高さにおける歩留まり，地
際から８ｍ及び１２ｍまでの材積量を算出した。なお，材積量の算
出方法は，歩留まりについては胸高直径に対する各高さにおける
直径の比率，材積は胸高の断面積とそれぞれの高さの断面積の平
均に長さを乗じて求めた。
　次に，８ｍ及び１２ｍの高さの直径を用いて，４ｍ採材で，１０．５㎝
角の柱を製材する場合の適寸である末口直径１６㎝を基準として判
断した場合，採材可能な玉数は精英樹クローン（以下，クロー
ン）ごとに異なるかを検証した。同時に，樹高，８ｍ直径，１２ｍ
直径，８ｍ歩留まり，１２ｍ歩留まり，８ｍ材積，１２ｍ材積の各形質
について，地点間，およびクローン間で差が存在するか分散分析
によって調査した。なお，この分散分析はクローンごとのブロッ
ク当たりの平均値をデータとして使用し，宮浦（１９９８）の最小二
乗法による分散分析プログラムを用いて行った。
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表－１．供試材料 単位：本
小林B４１年生小林A３６年生玖珠４１年生精英樹名

６６９県八女　１２号
６６９福岡署　２号
６６９県藤津　２４号
６６９県唐津　６号
６６９県竹田　１１号
６６９県日田　１号
６６９県日出　１号
６６９県球磨　５号
６６９県東臼杵５号
６６９宮崎署　６号
６６９県姶良　４号
６６９県肝属　２号



Ⅲ．結果と考察

１．８mおよび１２m部位における直径について
　地域及び精英樹ごとの８ｍ直径，１２ｍ直径の測定結果を表－２
に示す。８ｍ直径で見ると，県唐津６号，県竹田１１号のように，
地域によっては，既に２番玉まで収穫できないクローンが見られ
た。また，１２ｍ直径で見ると，県姶良４号のように，いずれの地
域においても３番玉まで収穫できるクローンが認められた。
　一方，胸高直径がほぼ同じでも，小林Ａの県肝属２号，県八女
１２号のように１２ｍ直径に約４㎝の差が生じたものや，県八女１２号
のように玖珠と小林Ａとでは約９㎝の差が生じたクローンも認め
られた。

　以上のことから，次世代スギ品種の選抜に当たっては，県姶良
４号のように，地域に関わらず，比較的安定した収穫が得られる
品種を選んでいく必要があると考えられた。また，樹幹形で選抜
する場合には，胸高直径に加えて，各高さでの直径を確認する必
要があると思われる。
２．樹幹形に影響を与える要因の検証
　分散分析の結果，８ｍ直径で検定林間差，１２ｍ歩留まりでブ
ロック間差，胸高直径，８ｍ直径，１２ｍ直径，８ｍ材積，１２ｍ材積
でクローン間差が見られた（表－３）。また，それぞれの形質の
反復率は，胸高直径，８ｍ直径，１２ｍ直径，８ｍ歩留まり，１２ｍ歩
留まり，８ｍ材積，１２ｍ材積で，それぞれ０．８１，０．８０，０．８４，０．６４，
０．６３，０．８１，０．８３と比較的高い結果が得られた。
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表－２．地域及び精英樹ごとの測定平均値
玖珠

樹　高
（ｍ）

１２ｍ材積
（㎥）

８ｍ材積
（㎥）

１２ｍ歩留まり
（１２ｍ/胸高）

８ｍ歩留まり
（８ｍ/胸高）

１２ｍ直径
（cm）

８ｍ直径
（cm）

胸高直径
（cm）精英樹名 区分

－０．６１±０．０６０．４６±０．０６０．６４±０．０５０．７７±０．０３１９．４±０．４２３．３±１．０３０．３±２．２八 女１２
－０．２８±０．０７０．２１±０．０５０．５４±０．０４０．６９±０．０３１１．６±１．２１４．８±１．５２１．４±２．８福岡署２
－０．４８±０．０７０．３７±０．０６０．５５±０．０５０．７０±０．０３１５．５±１．６１９．６±１．５２７．９±２．２藤 津２４
－０．３４±０．０９０．２６±０．０８０．６０±０．０８０．７５±０．０６１３．８±１．６１７．３±２．８２２．９±３．３唐 津 ６
－０．４８±０．１１０．３６±０．０８０．５６±０．０６０．６８±０．０５１５．６±１．７１９．１±１．６２８．０±３．５竹 田１１
－０．７６±０．２３０．５６±０．１７０．６０±０．０５０．７２±０．０４２０．６±２．４２４．７±３．０３４．４±５．４日 田 １
－０．５７±０．１７０．４３±０．１３０．６０±０．０５０．７４±０．０３１８．０±２．９２２．１±３．４２９．７±４．７日 出 １
－０．５７±０．０６０．４２±０．０５０．５７±０．０４０．６９±０．０３１７．２±１．６２０．８±１．５３０．０±１．６球 磨 ５
－０．５６±０．０８０．４３±０．０６０．６２±０．０５０．７７±０．０２１８．２±１．５２２．４±１．３２９．３±２．２東臼杵５
－０．６２±０．１４０．４６±０．１１０．５５±０．０５０．６８±０．０４１７．５±２．４２１．７±２．６３１．７±３．９宮崎署６
－０．７８±０．２１０．５９±０．１８０．６１±０．０４０．７４±０．０２２１．２±２．６２５．８±４．０３４．８±４．９姶 良 ４
－０．４５±０．０８０．３４±０．０６０．６６±０．０４０．７７±０．０４１７．０±１．６２０．１±１．８２６．０±２．２肝 属 ２

小林A
樹　高
（ｍ）

１２ｍ材積
（㎥）

８ｍ材積
（㎥）

１２ｍ歩留まり
（１２ｍ/胸高）

８ｍ歩留まり
（８ｍ/胸高）

１２ｍ直径
（cm）

８ｍ直径
（cm）

胸高直径
（cm）精英樹名 区分

１７．８±１．６０．４５±０．２４０．３５±０．１７０．３６±０．０６０．５７±０．１０１０．５±２．５１６．５±２．５２９．２±７．４八 女１２
１７．０±１．６０．３３±０．１２０．２４±０．０８０．４０±０．０４０．５３±０．０７　９．９±１．９１３．０±２．１２４．６±４．４福岡署２
１６．９±０．７０．３４±０．１１０．２４±０．０９０．５２±０．０７０．５９±０．０６１２．３±２．４１４．１±３．２２３．８±３．９藤 津２４
１４．７±０．８０．３１±０．０７０．２３±０．０６０．３８±０．０３０．５５±０．０８　９．１±１．２１３．１±１．８２３．９±３．１唐 津 ６
１５．５±１．５０．３２±０．１３０．２４±０．１００．４５±０．０９０．６０±０．０７１０．７±３．６１４．３±３．６２４．０±４．９竹 田１１
１７．５±１．００．３９±０．１００．３１±０．０６０．３４±０．１１０．５７±０．１５　９．１±２．９１５．５±３．１２７．２±３．５日 田 １
１７．５±２．４０．４８±０．２２０．３８±０．１６０．３８±０．０８０．５７±０．０８１１．４±４．１１７．２±４．６３０．０±７．３日 出 １
１８．９±０．９０．８０±０．２２０．６０±０．１７０．４３±０．０５０．５７±０．０７１６．２±３．７２１．７±４．８３７．８±５．０球 磨 ５
１７．８±１．００．４２±０．１９０．３１±０．１５０．４３±０．０９０．５８±０．０８１１．８±３．３１５．８±３．９２７．４±６．０東臼杵５
１７．３±０．７０．５０±０．１８０．３８±０．１２０．３６±０．０９０．５５±０．０６１１．１±４．３１６．９±３．８３０．６±５．５宮崎署６
１９．４±１．５０．７１±０．４２０．５３±０．３１０．４７±０．０６０．６０±０．０６１６．６±５．４２１．２±６．７３５．２±９．４姶 良 ４
１９．３±１．８０．５３±０．１８０．４０±０．１６０．５０±０．０５０．６５±０．０４１４．８±２．６１９．６±４．５２９．９±６．０肝 属 ２

小林B
樹　高
（ｍ）

１２ｍ材積
（㎥）

８ｍ材積
（㎥）

１２ｍ歩留まり
（１２ｍ/胸高）

８ｍ歩留まり
（８ｍ/胸高）

１２ｍ直径
（cm）

８ｍ直径
（cm）

胸高直径
（cm）精英樹名 区分

２１．３±２．２０．５０±０．１００．３８±０．１２０．４８±０．０８０．６３±０．０７１４．０±３．８１８．４±４．３２９．５±４．６八 女１２
２０．０±０．７０．４８±０．１００．３７±０．１３０．４７±０．０４０．６３±０．０７１３．６±２．５１８．２±４．５２９．０±５．１福岡署２
１９．２±０．１０．３８±０．０１０．３０±０．０１０．４０±０．０５０．６１±０．０１１０．６±１．３１６．０±０．４２６．２±０．３藤 津２４
１６．４±０．５０．２１±０，０４０．１６±０．０５０．４０±０．１３０．５５±０．０９　８．０±２．７１０．９±２．５１９．８±２．６唐 津 ６
１７．０±０．２０．２３±０．０４０．１８±０．０４０．４８±０．０４０．６４±０．０４　９．６±０．８１２．９±０．９２０．１±２．６竹 田１１
１９．８±０．８０．３６±０．０７０．２７±０．０８０．３９±０．０７０．５３±０．１０１０．１±２．６１３．７±３．３２５．８±２．６日 田 １
２０．２±０．４０．３６±０．０６０．２７±０．０９０．４６±０．１５０．６１±０．２１１１．６±４．３１５．２±６．２２５．０±３．０日 出 １
２１．６±１．３０．５５±０．１４０．４１±０．１６０．４０±０．０４０．５４±０．０９１２．８±２．５１７．１±４．６３１．７±５．５球 磨 ５
２２．１±０．６０．３７±０．０６０．２８±０．０６０．５１±０．０８０．６５±０．０５１２．８±２．７１６．３±２．１２５．２±２．７東臼杵５
１９．４±１．３０．３８±０．０９０．２９±０．０９０．４８±０．０５０．６３±０．０３１２．２±２．７１６．２±１．５２５．５±３．５宮崎署６
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　そこで，分散分析から得られる分散成分より，クローン，交互
作用，誤差の各要因の相対的な割合を求めたところ，クローン分
散が２４〜５２％，交互作用分散が２〜２７％，誤差分散が３９〜７４％と
なり，全ての項目においてクローン分散の比率が交互作用分散の
比率を上回る結果となった（図－１）。従って，今回調査した１２
クローンについては大分県及び宮崎県の異なった地域に植栽され
ても，樹幹型に関係している形質は，林分により若干の変動はあ
るものの，比較的強く遺伝的要因の影響を受けることを示唆する
結果となった。
　以上のことから，樹幹形は環境要因により変動するものの，遺
伝的要因に大きく支配されているのではないかと考えられた。し
かし，８ｍ直径で検定林間差，１２ｍ歩留まりでブロック間差，１２
ｍ歩留まりで交互作用分散の比率が比較的高いことから，各地点
における微地形や微気象，気象害など何らかの環境要因の影響を
受けている可能性があり，今回のようなサンプル調査ではなく，

全数調査を行い，さらに正確な値を得る必要があると考える。

Ⅳ．おわりに

　以上のことから，スギの樹幹形については，①地域に関わらず，
比較的安定したクローンが存在すること，②異なったクローン間
で胸高直径が同じであっても必ずしも同じ材積を得られるわけで
はないこと，③環境要因より遺伝的要因に大きく影響を受けるこ
とを示唆する結果が得られた。
　しかしながら，今回は一部の検定林で，しかも少数のスギ精英
樹を対象に検証した結果であることから，今後は，より多くのス
ギ精英樹ならびに複数地点を対象に解析を行うことが必要である
と考える。また，幹の完満度は，同一樹種でも，樹齢，生育立地，
密度管理，樹高に対する樹冠長割合などの要因が関与することが
考えられており（梶原，１９７２），樹幹形には，標高に関係して変
化すると考えられる環境条件が影響するとともに，個体内の容積
密度や晩材率の違いが影響しているとの報告（矢幡ほか，１９８７）
がある。今後，成長や材質に加え，樹幹形にも優れた次世代スギ
品種の選抜を進めるに当たっては，これらの要因を加味した，さ
らに詳細な調査が必要であると考えられる。
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表－３．各項目における分散分析の結果
１２ｍ材積８ｍ材積１２ｍ歩留まり８ｍ歩留まり１２ｍ直径８ｍ直径胸高直径区　分
N．S．N．S．N．S．N．S．N．S．＊N．S．検定林
N．S．N．S．＊＊N．S．N．S．N．S．N．S．ブロック
＊＊N．S．N．S．＊＊＊＊クローン
N．S．N．S．N．S．N．S．N．S．N．S．N．S．交互作用

N．S．：統計的有意差なし
＊，＊＊：それぞれ５％，１％水準で有意差あり

図－１．分散成分の相対的な割合

相対的な割合（％）


